
介護保険制度とは
　介護保険制度は、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で安心して暮らせる
よう、また介護が必要になっても安心して生活できるように創設されました。
　介護保険の負担割合は右表のとおりです。65歳以上の人は介護保険料を納
めていただくことになります。

大槌町の高齢化率・要介護認定率の見込
　町の高齢化率は、町全体の人口減少とともに65歳以上の割合が年々上昇し、
令和6年度には40%に達する見込みとなっています。また、65歳以上の要
介護認定率についても増加し、令和6年度には20%を超えることが見込まれ
ます。介護リスクが高まる75歳以上の高齢者が増加す
ることが要因となっています。

大槌町の介護給付などの見込
　介護給付費・地域支援事業費は、要介護認定者の増加
や介護単価の増額改定などにより給付費は14億200万
円程度となりますが、令和８年度には認定者数減少によ
り13億9500万円ほどに推移することが見込まれていま
す。また、2030年（令和12年）度には14億4300万
円に到達すると見込まれます。（令和６年３月推計時点）
　詳細は、町ホームページ掲載の「○ごとプラン９」を
ご覧ください。

令和６年度～令和８年度の介護保険料について
　65歳以上の人の保険料は、介護給付費の23%を負担
することになります。
　令和６年度～令和８年度の65歳以上の人の保険料年
額は右表のとおりです。第９期では新たに第10段階か
ら第13段階が追加されています。なお、個別の保険料
の決定通知は、７月に発送します。

第９期の介護保険料（令和６年度～令和８年度）をお知らせします

段階 対象となる人 年額保険料
第 1 〇生活保護受給者  〇世帯全員非課税所得 80 万円以下 22,300 円
第２ 〇世帯全員非課税、所得 80 万円超 120 万円以下 37,200 円
第３ 〇世帯全員非課税、所得 120 万円超 52,000 円
第４ 〇世帯員に課税者、所得 80 万円以下 66,900 円
第５ 〇世帯員に課税者、所得 80 万円超 74,400 円
第６ 〇本人課税者、所得 120 万円未満 89,200 円
第７ 〇本人課税者、所得 120 万円以上 210 万円未満 96,700 円
第８ 〇本人課税者、所得 210 万円以上、320 万円未満 111,600 円
第９ 〇本人課税者、所得 320 万円以上、420 万円未満 126,400 円
第 10 〇本人課税者、所得 420 万円以上、520 万円未満 141,300 円
第 11 〇本人課税者、所得 520 万円以上、620 万円未満 156,200 円
第 12 〇本人課税者、所得 620 万円以上、7200 万円未満 171,100 円
第 13 〇本人課税者、所得 720 万円以上 178,500 円

大槌町消防団の団長・副団長が変わります
　大槌町消防団団長の越田政美さんと、副団長の三浦幸
保さんの退団辞令交付式が３月29日（金）に行われまし
た。２人は、長きにわたり消防団に所属し、災害現場の
第一線で活動を行い、住民生活を守り続けました。
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令和５年度消防標語コンクールが行われました
　吉里吉里地区では、消防団が小学生から消防標語を募集し、表彰する
取組が行われています。３月12日（火）、応募総数59作品の中から、消
防団員41人の投票により７作品が選ばれ表彰式が行われました。最優
秀賞に選ばれた関谷七佳さんの標語は、消防車両にプリントされました。

【最優秀賞】関
せき

谷
や

七
なな

佳
か

さん
　　　　　　 （吉里吉里学園小学部４年）

「火の用心」
　 吉里っ子みんなの
　　　　　　 あいことば
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